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　Atsuyuki ASAMI: Motivations of Member Participation in Farmer Professional 
Cooperatives in Rural China : A Focusing on Chinese Characteristics
　Farmer professional cooperatives play a leading role in the development of 
rural China. However, Chinese cooperatives are founded according to peculiar 
interpretation of cooperative rule rather than the principle that International 
Cooperative Alliance（ICA） presented. For example, the owners of food processing 
firms mainly invest share capital, organize farmer professional cooperatives, 
and become directors of that cooperative. The motivations for farmer member 
participation differs from the motivation for member participation in general 
cooperative cases, reflecting this unique situation.  Participation motivations are 
characterized by vertical integration, shift in entrepreneur function, and human 
relationships.  These characteristics can be analyzed using the following concepts 
related to transaction cost: relationship specificity, shifts in competencies, and 
Chinese human relationships or “guanxi”. The multivariate analysis of marketing research 
is appropriate to quantitatively analyze the participation motivations based on these 
concepts.
　We interviewed farmer members of Hunan Province farmer professional 
cooperatives in 2003 by using originally developed items, measures, and constructs. 
We first tested the validity and reliability of constructs based on confirmatory factor 
analysis and then derived the reliable independent and dependent variables. We 
tested and proved the following hypotheses by multiple regression, simple slope 
analysis, and covariance structure analysis for the derived variables: （1） Although 
farmers and cooperatives are related specifically, the extent of participation is not 
influenced by this relationship, （2） The level of competence in the cooperative 
determines the extent of participation, （3） The stronger the “guanxi” effect, the 
greater the extent of participation, （4） “Guanxi” is required to support cooperative 
competency.
１．農民専業合作社の中国的特徴



































































































































（1994）であり、Klein, Frazier, and Roth （1990）ではチャネル統合と取引費用、Majumdar 

























































的依存性を潜在変数とする観測変数は 4 項目 P1 ～ P4、能動的依存性については 4 項目 A1
～ A4 としている。項目の評価に関してはすべて 4 分位リッカート尺度を用いている。




a　従属変数 第 1 項との相関係数
最尤法
因子負荷量
受動的依存性 P1 今の合作社との取引をやめても、代わりになる売り先を簡単に見つけることができる 1.000 0.940 
P2 今の合作社との取引をやめても、自分の経営に悪影響は受けない 0.733 0.865 







能動的依存性 A1 価格は、合作社があらかじめ決め、それに積極的に従う 1.000 0.856 
A2 品質は、合作社があらかじめ決め、それに積極的に従う 0.591 0.573 
A3 取引量は、合作社があらかじめ決め、それに積極的に従う 0.082 0.545 
A4 納入時期、場所は、合作社があらかじめ決め、それに積極的に従う 0.367 0.519 
α 0.730 
KMO 0.725 自由度 p 値
球面性 282.100 28 0.000 
カイ二乗 22.725 13 0.045 




G2「guanxi」があるので合作社に売りやすくなる 1.000 0.378 
G3「guanxi」があったから合作社との取引をした 0.310 0.739 
G4「guanxi」は新技術を手に入れるのに役立つ -0.201 0.991 
α 0.764 
合作社の有能性 C1 合作社は、その品種について専門的なノウハウをもっている 1.000 0.401 
C2 合作社が、提供するサービスは満足のいくもの 0.237 0.573 
C3 合作社は、自分では実現できないサービスを提供してくれる 0.361 0.824 















KMO 0.710 自由度 p 値
球面性 225.953 36 0.000 
カイ二乗 7.371 12 0.832 




　垂直的統合としての参加の程度を説明する要因は、仮説 1 では「関係特殊性」、仮説 2 で






































　以上の項目を中国語に翻訳した質問票に基づき、2013 年 11 月に、湖南省・長沙市周辺の







荷量が計算された。内的一貫性を表すαは前者は 0.894、後者は 0.730 であり高い信頼性を
示している。第 1 項との相関係数は、A3 は低いもののおおむね高い値であり、収束的妥当
性は満たしている。KMO は 0.725、球面性検定の p 値は 0.000 であり、因子分析を行う妥
当性が示されたが、カイ二乗検定の p 値は 0.045 と帰無仮説を採択できず適合性には問題を
残した。
　独立変数については、いくつかの項目が因子として形成されず、項目を整理する必要に
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　仮説 4 に対しては、「guanxi」G を調整項とした調整効果（moderating effect）を、単純
傾斜分析によって検証していく。主効果項と交差項の多重共線性を防ぐために、あらかじめ
変数の平均中心化処理をしておく。その上で（1）式で有意でなかった S を除き、C と G の
交差項を加えて
　A　＝ b0　＋　b1 C　＋　b2 G　＋　b3 C・G　＋　u　　　（2）
表 3　能動的依存性の重回帰
素点合計 因子得点
係数 t 値 係数 t 値
定数 5.887 3.560 
guanxi 0.254 1.692 0.277 2.546 
有能性 0.314 1.997 0.397 3.532 
関係特殊性 0.191 1.509 0.008 0.007 
R2 0.198 0.274 
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を計測する。b0 は定数、bi　（i ＝ 0 ～ 3）は推定すべきパラメータ、u は攪乱項である。（2）
式での交互作用効果を下位検定するために、平均に対して標準偏差（SD）1 の上下の単純
傾斜を比較することにした（単純傾斜分析）。
　結果は表 4 に示した。－ 1SD では主効果である有能性は有意ではなかったが、平均では
有意になった。その一方で +1SD では、再び有意ではなくなった。これは、guanxi が小さ
い（－ 1SD）と、guanxi が働かず有能さを求めて参加したくとも参加できない状況である
のに対し、guanxi が大きくなって平均的になると guanxi が有意に働いて、有能さを求めて
参加することを支持するようになることを表している。したがって、仮説 4 が検証されて










るため A2 は除いている。その結果（表 5 を参照）、パス係数は 1％水準で正に有意で、カ





平均 定数項 9.643 5.223 
有能性 0.293 1.830 
guanxi 0.464 0.579 
交差項 -0.012 -0.160 
R2 0.172 
＋ 1SD 定数項 10.619 3.777 
有能性 0.269 1.151 
－ 1SD 定数項 8.674 4.062 
有能性 0.317 1.523 
















観測変数 潜在変数 パス係数 t 値
C ４ 有能性 1.000 
C ３ 有能性 1.452 4.239 
C ２ 有能性 1.427 4.101 
C １ 有能性 0.840 2.712 
A １ 能動的依存性 1.000 
A ３ 能動的依存性 1.399 3.965 
A ４ 能動的依存性 0.763 3.866 
潜在変数 潜在変数 パス係数 t 値
能動的依存性 有能性 0.659 2.673 
　　
CMIN 自由度 p 値
7.961 13.000 0.846 
GFI AGFI RMR CFI TLI RMSEA
0.970 0.936 0.030 1.000 1.072 0.000 
















3）ホールドアップ問題については、中林・石黒 （2010）の第 6 章の説明がわかりやすい。
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